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District State or Country
Total Clubs New Clubs Dropped

Clubs
Reorg
Clubs

Status Quo
Clubs

Charter
Members

Total Mbr
Added

Total Mbr
Drop

Total
Membership

336 A JAPAN 135 225 2 3 230 211 5,047

336 B JAPAN 82 1 1 101 3 105 90 2,381

336 C JAPAN 78 1 1 122 1 3 127 104 2,810

336 D JAPAN 84 107 6 113 103 2,616

TOTALS: 379 0 2 0 0 2 555 3 15 575 508 12,854
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Total Mbr
Status Quo

Gain/Loss
Fiscal Period
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PEACE
2023-2024年度

POSTER

最優秀賞 優秀賞 336-B 地区　岡山東 LC
田中　涼

優秀賞 336-C 地区　広島西北 LC
三上 明莉

優秀賞 336-D 地区　下関北 LC
今村 朱里

336-A 地区　松山湯築 LC
山内 咲和

審 査 結 果
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2023-24年度ライオン誌日本語版委員会 
第4回会議  報告書 

 
日　時：2023年11月9日（木）14:00～16:00 
場　所：一般社団法人日本ライオンズ ウェブ会議システム・Zoom 

出席者：  国際理事                           濱野 雅司（埼玉県･岩槻ライオンズクラ
ブ　） 

　　　　国際理事                           城阪 勝喜（大阪港ライオンズクラ
ブ　） 

　　　　委員長                               藤谷 文雄（332複合地区／秋田県･大曲ライオンズクラ
ブ　） 

　　　　編集長                               団　 英男（335複合地区／兵庫県･神戸みなとライオンズクラ
ブ　） 

　　　　委員                                   増澤 義治（334複合地区／長野県･諏訪湖ライオンズクラ
ブ　） 

　　　　   一般社団法人専務理事／PRマーケティング委員長／事務長 

　　　　委員                                   上田 隆政（336複合地区／広島県･三原ライオンズクラ
ブ　） 

　　　　委員                                   渕野二三世（337複合地区／大分ライオンズクラ
ブ　） 

 
　　　　一般社団法人理事長        田名部智之（青森県･八戸ライオンズクラ

ブ　） 

　　　　一般社団法人常務理事    星野 勝美（群馬県･太田ライオンズクラ
ブ　） 

　　　　PRマーケティング副委員長　 
　　　　ITアドバイザー                 荘 　英隆（東京恵比寿ライオンズクラ

ブ　）　　 

欠席者：  国際理事                           鶴嶋 浩二（北海道･札幌中島ライオンズクラ
ブ　） 

　　　　委員                                   田中 　明（330複合地区／埼玉県･和光ライオンズクラ
ブ　） 

　　　　委員                                   馬場 哲也（331複合地区／北海道･函館東ライオンズクラ
ブ　） 

　　　　委員                                   三枝 久夫（333複合地区／栃木県･佐野西ライオンズクラ
ブ　） 

 

◉ 

 
　藤谷委員長の開会あいさつの後、濱野、城阪各国際理事からのあいさつと国際理事会
での活動について報告があった。田名部理事長からはあいさつの中で、ライオン誌検討
委員会を社団側とライオン誌側の出席者数を同数にして開催予定であることと、今年度
中に問題を解決したいとの意向が表明された。出席者確認の後、藤谷委員長と団編集長
の進行で議事に入った。 
 
【議事】 

1. ライオン誌日本語版の運営 
●2023年7～9月ライオン誌関係会計報告 
　社団の2023-24年度正味財産増減計算書を資料とし、ライオン誌関連科目

2023-24-L-M
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を確認した。9月はライオン誌印刷版の発行がなかったので、直接出版費は
執行額8,527,444円（予算消化率26.8%）で先月からほぼ変動なし。毎月発行
のデジタル版関連費は3回発行完了時点で執行額1,320,948円（同19.0%）で、
予算に沿って運営されていることを確認した。 
●2022-23年度下半期補助金財務報告 
　前回委員会で確認した「理事会方針書 第16章ライオン誌」（2023年7月11
日改訂版）に公式版ライオン誌に半期ごとの財務報告を求める記載がある
ことについて、国際協会マーケティング部PR課のGiovanna Farmerコーデ
ィネーターに報告書提出の要否を再確認した結果、「今後は財務報告の提
出は必要ない」と回答があったことが報告された。 
 

2. ウェブマガジン編集関係 
●2023年11月号（11月1日公開）出来 
　公開済みの11月号の出来を確認した。11月中の掲載予定で、まだ原稿や写真が
届いてない「トピックス」欄の記事については、執筆者、担当者に協力してい
ただき記事編集を進める。 
●2023年12月号～24年2月号更新予定（案） 
　12月号～24年2月号の主要コンテンツについて、活動概要や記事の内容、取材
経費が提出され承認した。 
●「取材リポート」取材対象候補 
　取材対象候補に挙げたクラブ・アクティビティのリストを確認した。 

 
3. 印刷版編集関係 

●2023年秋号（10月25日発行／81,500部）出来 
　発行済みの秋号再校の出来を確認した。 
●2024年冬号（1月25日発行）台割（案） 
　基本36ページと40ページの台割2案を確認した。「国際理事だより：濱野
国際理事」「編集室：馬場委員、三枝委員」「特集：小児がん」。マニ
ラ・フォーラムと、公益財団法人日本ライオンズの全国特別支援学校フッ
トサル大会の記事を掲載するため、投稿欄のページを減らす案と、基本台
割に4ページを追加する案（印刷費約17万円増）を検討。協議の結果、会員
に伝えるべき情報がある場合はページ数を増やして発行すべきとの意見で
一致し、40ページ建てとすることを決定した。 
●2024年春号（4月25日発行）台割（案） 
　44ページの台割案を確認した。「国際理事だより：城阪国際理事」「編
集室：団編集長、増澤委員」「特集：ミッション1.5」。SON冬季ナショナル
ゲーム（11月18日～24年2月25日）の記事は2ページを予定。10月開催の公式版
編集者ウェビナーで2024年1月に国際本部からミッション1.5に関する記事8
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ページ分と表紙の指定記事が配信されるとの情報があったのを受け、8ペー
ジを追加する台割案（印刷費約32万円増）を検討した。国際本部からは過
去にも「LCIFキャンペーン100」に関する指定記事掲載の要請があり、2022
年3・4月号に記事10ページと表紙を掲載したが、特別記事掲載に対する追
加補助金はなかった。春号のページ数については、印刷版出版予算との兼
ね合いも確認しつつ、次回委員会で引き続き検討する。 

　印刷版の発行に関して城阪国際理事から「国際協会が公式版に義務づけ
ているのは年2回の発行だが、日本語版は年4回発行している。ウェブ版を
閲覧すればよいという会員もいるので、年4回のうち2回は、会員の希望を
調べて必要ない会員には送付しないようにしてはどうか」との考えが示さ
れた。城阪国際理事の提案については、次回以降の委員会で検討する。 
 

4 主要記事予定 
●2023-24年度主要記事予定 
　今年度の印刷版及びウェブマガジンの主要記事予定を確認した。 
●2023年12月取材経費概算 
　12月に予定している取材2件の経費概算が提出され、承認した。 
 

5. その他 
●ライオン誌出版物 
　改訂作業中の『ライオンズクラブ入門』の再校を確認した。渕野委員か
ら提案があった、広く用いられている「RC」「ZC」などの役職の略語を
記載する案について検討。用語集の該当項目にカッコ書きで追加すること
にした。また、カタカナ2語以上の複合語における「・」の使用について
協議。ライオン誌としてより読みやすい表記で統一を図る必要があるとい
う意見でまとまり、具体的な基準については編集長の判断に委ねることに
した。以上の点を含めた修正を来週中に終え、各委員による最終版の確認
を経て、遅くとも11月末日までのPDF版公開に向けて準備を進める。 
●ServannA（サバンナ）関係 
　荘ITアドバイザーから、国際協会の新しいデジタルツールLion Portalへ
の移行に伴うサバンナへの影響について、OSEAL調整事務局からはまだ
具体的な連絡がないことが報告された。これに関連して濱野国際理事か
ら、カイロ国際理事会でLion Portalの準備には遅れがあるものの今のとこ
ろ1月1日の運用開始を目指しているとの報告を受けたこと、またテクノロ
ジー部職員への確認でサバンナと本部システムとの連動は従来通りになる
との見通しを聞いたとの情報提供があった。濱野国際理事には引き続き情
報収集に協力していただく。 
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●ライオン誌公式SNS 
　ライオン誌が運用しているLINE、Facebookなどの公式SNSアカウント
の登録状況を確認した。ウェブマガジン普及のツールとして友だち登録増
加を図っているLINE公式アカウントは10月末で5461人。団編集長からは
今年度内に倍増され1万人とする目標が改めて示された。 

　ウェブマガジン普及については社団の星野常務理事から、「これまでウ
ェブマガジンを良いものにする努力がされてきたが、会員及び非会員へ浸
透させるためのプロモーションが不足していたのではないか。もっと力強
いメッセージでクラブに働きかけてPRしてはどうか」との提案があっ
た。これに関連して藤谷委員長から各委員へ複合地区や地区でのウェブマ
ガジンPR状況について質問があり、以下の報告があった。 

「準地区、複合地区でPRしている。40～50代の会員でもウェブマガジン
の存在は知っているが印刷版の方が手軽に読めるとの声が多く、印刷版
のニーズも大きいと感じている」（332・藤谷委員長） 

「所属準地区では、ライオン誌配信のウェブマガジン更新情報を、地区
内クラブへのメールや地区のLINE公式アカウントで発信している。そ
の際に編集長名も入れてもらうことで徐々に関心が高まっている」
（335・団編集長） 

「機会あるごとにLINE友だち登録を呼びかけている。所属準地区では今
年度から地区誌をウェブ版のみにしたため、会員に浸透していくものと
思う。今後、各複合地区PRマーケティング委員会からライオン誌LINE
登録を呼びかけてもらうなど、協力してもらうことが有効ではないか」
（334・増澤委員） 

「以前から複合地区や地区の各種会議でライオン誌委員によるLINE公式
アカウントの登録呼びかけが行われている」（336・上田委員） 

「複合地区内の各地区ガバナーチームを通じて、LINE友だち登録を呼び
かけるクラブ会長宛依頼文書の発信を依頼した。その情報がクラブ会員
まで届いているか確認中。この依頼文書について周知徹底するために複
合地区ガバナー協議会で報告する予定。会員全員が登録し、新会員が入
会したら登録するという流れまで持っていきたい」（337・渕野委員） 

　 
閉会あいさつ　藤谷委員長 
 
 

【次回開催予定】 
        12月8日（金）14:00～16:00   第5回会議（Zoom）
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2023-24年度ライオン誌日本語版委員会 
第5回会議  報告書 

 
日　時：2023年12月8日（金）14:00～16:00 
場　所：一般社団法人日本ライオンズ ウェブ会議システム・Zoom 

出席者： 国際理事                            鶴嶋 浩二（北海道･札幌中島ライオンズクラ
ブ　） 

　　　　国際理事                           濱野 雅司（埼玉県･岩槻ライオンズクラ
ブ　） 

　　　　国際理事                           城阪 勝喜（大阪港ライオンズクラ
ブ　） 

　　　　委員長                               藤谷 文雄（332複合地区／秋田県･大曲ライオンズクラ
ブ　） 

　　　　編集長                               団　 英男（335複合地区／兵庫県･神戸みなとライオンズクラ
ブ　） 

　　　　委員                                   田中 　明（330複合地区／埼玉県･和光ライオンズクラ
ブ　） 

　　　　委員                                   馬場 哲也（331複合地区／北海道･函館東ライオンズクラ
ブ　） 

　　　　委員                                   三枝 久夫（333複合地区／栃木県･佐野西ライオンズクラ
ブ　）　　　　　　　　

　　　　委員                                   上田 隆政（336複合地区／広島県･三原ライオンズクラ
ブ　） 

　　　　委員                                   渕野二三世（337複合地区／大分ライオンズクラ
ブ　） 

 
　　　　一般社団法人理事長        田名部智之（青森県･八戸ライオンズクラ

ブ　） 

　　　　一般社団法人常務理事    星野 勝美（群馬県･太田ライオンズクラ
ブ　） 

　　　　PRマーケティング副委員長　 

欠席者： 委員                                    増澤 義治（334複合地区／長野県･諏訪湖ライオンズクラ
ブ　） 

　　　　   一般社団法人専務理事／PRマーケティング委員長／事務長 
　　　　ITアドバイザー                 荘 　英隆（東京恵比寿ライオンズクラ

ブ　）　　 
 

◉ 
 

　藤谷委員長から開会あいさつがあり、各委員の協力により『ライオンズクラブ入門』
の改訂PDF版が完成し、11月末にウェブマガジンに掲載して無償提供を開始したことが
報告された。 
　続いて、鶴嶋、濱野、城阪各国際理事からのあいさつと国際理事会の活動に関する報
告があった。ライオン誌に関する事項として、鶴嶋国際理事からは「先日のミッション
1.5の世界報告デーの中で日本の出足が遅いことが指摘され苦慮している。そんな中、ラ
イオン誌を使って国際協会からの情報を会員に伝えてほしい」、濱野国際理事からは
「日本の各クラブのアクティビティ報告が少ないことや、ミッション1.5セミナーなどへ
の地区リーダーの参加率が低いことなど、ライオンズに対する興味が薄れていることを
危惧している。委員会としてウェブ及び印刷版のライオン誌の閲読率を上げてほし
い」、城阪国際理事からは「前年度委員会からの引き継ぎ事項に関する事項を今期中に
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解決するため、ライオン誌の資金の問題とライオン誌委員会の組織の問題について、ラ
イオン誌公式版編集長である国際協会事務総長に来年早々にも確認して明快にしたい」
とのコメントがあった。 
　田名部理事長からのあいさつでは、理事長としての活動と、12月13日にライオン誌検
討委員会を国際理事3人、社団側3人、ライオン誌側3人の出席で開催するとの報告があ
り、「活発な議論をして今期中にライオン誌に関する問題を解決し、来年度からは編集
とスムーズな発行に集中出来る委員会となるようにしたい」と述べた。 
　出席者確認の後、藤谷委員長と団編集長の進行で議事に入った。 
 
【議事】 

1. ライオン誌日本語版の運営 
●2023年7～10月ライオン誌関係会計報告 
　社団の2023-24年度正味財産増減計算書を資料とし、ライオン誌関連科目
を確認した。収入の部では10月初旬に社団の上半期賛助会費と併せてライ
オン誌送料を請求、月末までに8複合地区中5地区から入金があり、送料収
入は5,170,398円（予算執行率33.4%）となった。支出の部では、10月は印刷
版ライオン誌秋号が発行され、直接出版費は執行額16,431,484円（同51.7%）
となった。毎月発行のデジタル版関連費は4回発行完了時点で1,859,128円
（同26.7%）だった。予算に沿って運営されていることを確認した。 
 

2. ウェブマガジン編集関係 
●2023年12月号（12月1日公開）出来 
　公開済みの12月号の出来を確認した。 
●2024年1、2月号更新予定（案） 
　1、2月号の主要コンテンツについて、前回承認した更新予定に沿って進行し
ていることを確認した。 
●2024年3月号更新予定（案） 
　3月号の主要コンテンツについて、「取材リポート」2件の活動概要や記事の
内容、取材経費を含む更新予定が提出され承認した。 
●「取材リポート」取材対象候補 
　3月号の取材対象候補に挙げたクラブ・アクティビティと、現時点で4月
号の取材対象候補に挙げているアクティビティのリストを確認した。4月
号については、各委員が対象候補となるクラブの活動の情報を提供し、次
回委員会で検討する。 
●ウェブマガジン・アクセス状況 
　Googleアナリティクスによる2023年31日～11月29日のウェブマガジン・
アクセス状況の資料を確認した。資料から読み取れる情報として、団編集
長から主に以下の説明があった。 
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●　ユーザーの使用デバイスはスマートフォンが最多で、パソコンを大き
く上回っている 

●　直接サイトにアクセスしたユーザーは、メールやLINEで更新情報を発
信する月初と、投稿リポートに関するLINEメッセージの送信時に大き
く増加しており、メールやLINEによる情報発信が一定の効果を挙げて
いる 

　この説明に関連して渕野委員から、複合地区内でのライオン誌のLINE
公式アカウント登録呼びかけについて、所属準地区内のメンバーから
LINEの安全面に疑問を呈されたとの報告があり、LINE活用について出席
者から意見を求めた。「地区やクラブで登録を推進しており、そのまま続
けていきたい」「必要不可欠なツールであり、推進すべき」「地区の連絡
網でも使っている。漏洩を心配するような重要な情報は扱わないので問題
ない」などLINE活用を推進すべきとの意見が多く、他にも「便利な一
方、情報漏洩を心配する人がいるのは確かで、登録するかどうかは個々の
判断に任せればよい」「情報発信には有効で、ライオン誌上で登録を呼び
かけるだけでなく地区を通じた働きかけも必要。Facebookなど幅広いツ
ールを活用して読者を増やすべき」「LINEに頼り過ぎるのではなく、い
ろいろな方法を併用した方がよい」といった指摘もあった。ライオン誌と
しては当面LINE登録を推進しながら、他のツールも積極的に活用してい
く。 

 
3. 印刷版編集関係 
●2024年冬号（1月25日発行）台割（案） 
　前回委員会において、基本36ページの編成にマニラ・フォーラムと公益
財団法人日本ライオンズの事業に関する記事を追加するため、40ページに
増ページ（約17万円増）することを決めたが、「取材リポート」に掲載を
予定している記事のうちユニバーサルスポーツに関連する取材記事2本をベ
ースにした特集を組むことにより、増ページをせずに必要な記事を収める
よう変更を加えた修正台割案（36ページ）が提出され、確認した。「国際
理事だより：濱野国際理事」「編集室：馬場委員、三枝委員」「特集：み
んなで楽しむスポーツ」。 
●2024年春号（4月25日発行）台割（案） 
　前回委員会で継続審議とした44ページの台割案を確認。来年1月に国際協
会からミッション1.5の記事8ページ分の指定記事が配信される予定で、これ
を掲載するために8ページを増やした場合、印刷費は約32万円増となる。
「国際理事だより：城阪国際理事」「編集室：団編集長、増澤委員」「特
集：小児がん」。 

　冬号のページ数を前回決めた40ページから36ページに変更することに関
して、鶴嶋国際理事から「本来伝えるべき情報が全て伝えられるならばよ
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いが、それを伝えずにページ数を減らして経費節減を図るということであ
れば、ページ数ではなく取材や外注費の方を削るべき」という意見が出さ
れ、団編集長から「印刷版の取材記事はウェブマガジン用に取材した記事
を流用しており、冬号と春号掲載予定の取材の一部はクラブの協力を得て
既に進んでいる」と説明があった。これについて鶴嶋国際理事から「今か
ら変えられないのであれば、それについて反対する気はないが、今年度第1
回委員会で、私から取材や外注費の見直しを提言したにもかかわらず、ペ
ージ数を減らして経費を削減するのは本末転倒ではないか」と疑問が呈さ
れ、団編集長は「冬号は必要な記事が36ページに収まるように修正したも
の」「予算は36ページの印刷費で立てている。春号は前回委員会にも44ペ
ージの台割を提出したが、8ページ増で印刷費が増えることについて承認を
得たい」と述べた。鶴嶋国際理事からは「冬号を前回決めた40ページから4
ページ減らしても中身が充実しているのであればよい」との発言があっ
た。 

　冬号は36ページ、春号は44ページの台割で進める。 
 
●今後の印刷版発行と配布方法 

　前回委員会で城阪国際理事から提案された「国際協会が公式版に義務づ
けているのは年2回の発行だが、日本語版は年4回発行している。ウェブ版
を閲覧すればよいという会員もいるので、年4回のうち2回は、会員の希望
を調べて必要ない会員には送付しないようにしてはどうか」との提案につ
いて、団編集長から印刷版発行回数と、2回を希望者のみに頒布することに
関する自身の考えをまとめた資料が提示され、以下の説明があった。 

●　発行回数を減らすメリット：「印刷関係経費の削減」「将来国際協会
からの補助金がなくなる準備」「クラブ（会員）が負担する発送費の
削減」「デジタル化推進の起爆剤になり得る」 

●　発行回数を減らすデメリット：「情報格差が生じる」「従来の情報量
を維持するためにページ数を増やす以外に方法がない」「合併前に積
み立てられていた基金の取り崩しの説明が必要」「クラブのモチベー
ションが下がる恐れがある」「会員間の情報共有が難しくなる」 

●　希望者のみに頒布する件：「費用をどのように請求･集金するかの事務
処理が複雑になり、事務負担が増大する」「発行部数が減れば印刷費
や送料の単価が上昇し、希望者の負担が増す恐れがある」 

　これらを踏まえ、印刷版年4回を維持すること、可能であれば以前のよう
に年6回の発行とすることが、会員サービスという観点からは望ましいので
はないか、との団編集長の考えが示された。その上で各委員に対して、こ
の件に関する自身の意見をまとめると同時に周囲の会員の声を集め、次回
委員会で発表するよう求めた。 
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　城阪国際理事からは、提案内容に関して誤解のないよう、次の2点の補足
説明があった。 

●　発行回数を減らす提案ではなく、年2回分について印刷物を希望しない
人には発送しないという提案であり、年4回、立派なライオン誌を発行
してもらえればよい 

●　送料はクラブの実費負担となっているが、2回分の発送を希望しない人
に関してもこれまで通りの費用負担をお願いし、収入は変わらないよ
うにする。それにより浮いた発送事務費などの費用は、ライオン誌の
充実に使ってはどうか 

この議案については、次回委員会で各委員の意見を聞いて検討する。 
 

4 主要記事予定 
●2023-24年度主要記事予定 
　今年度の印刷版及びウェブマガジンの主要記事予定を確認した。 
●2024年2月取材経費概算 
　2月に予定している取材2件の経費概算が提出され、確認した。経費概算
が提出された2件について、鶴嶋国際理事から「クラブに連絡済みのため取
材を止めることが出来ない案件であるか」との確認があり、団編集長から
「クラブへの打診は進めており、止めるとすればその理由の説明が必要に
なる」との見解が示された。鶴嶋国際理事からは「既にクラブに打診した
後に委員会で検討、承認するのではなく、委員会で複数の候補に絞ってか
らクラブに連絡して取材対象を決めるべき」「そもそも経費をかけて取材
することが必要かを検討した方がよい。委員や地元の写真が得意なメンバ
ーなどそれなりの人からデータ提供を受けて編集することも出来る」「1回
でも2回でも取材を減らせば、印刷版の年4回発行を維持するために違った
経費の使い方が出来る」との指摘があった。これについて社団の星野常務
理事から「決められた枠選ぶのではなく、早めに多くの候補を挙げて、そ
の中から委員あるいはメンバーに取材を依頼するもの、投稿を依頼するも
の、外注取材が必要なものを整理してはどうか」という意見が出された。
以後の3月取材分からは、委員会で候補を絞って対象を決めるようにする。
提出された2月の取材2件の経費概算は承認。 
 

5. その他 
●ライオン誌出版物 
　11月中の完了を目処に改訂を進めていたライオン誌日本語版委員会編集
のライオンズスクール『ライオンズクラブ入門』は、前回委員会で検討し
た点と、委員会後にOSEAL調整事務局から通知された「割引会員」の
「特典会員」への変更にかかわる修正を反映して作業を終了し、11月28日
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にウェブマガジン「情報資料」欄にPDFデータを掲載して無償配布を開始
した。 
●ServannA（サバンナ）関係 
　国際協会の報告システムが現行のMyLCIから新しいデジタルツールLion 
Portalへ移行するのに伴うサバンナへの影響について、OSEAL調整事務局
の佐子マーズ事務局長から、現時点でもまだLion Portalについて詳しい情
報がないことと、また「サバンナ運用におけるデータ共有に関しては、具
体的に現行のどのシステム作業が必要なのか、確認事項をピンポイントで
示してもらえれば担当部署に問い合わせる」という連絡があったことが報
告された。サバンナのシステム管理会社・JPインターナショナルに協力し
てもらい、質問内容を検討する。 
　また荘ITアドバイザーから指摘があった、新しい会員種別「特典会員」
をサバンナでも把握出来るようにする必要性については、Lion Portal移行
に伴うサバンナの変更が明らかになってから具体的に検討する。 
 
　議案審議を終了した後、鶴嶋国際理事から各委員に対して「個人的には
印刷版の年4回発行を維持すべきという意見だが、いろいろな意見があ
る。各地区で何回発行が必要か調査を行い、その結果を基に発行回数を決
め、それに必要な費用を割り出してもらいたい」との要望が出された。こ
れを受け、藤谷委員長は「ライオン誌発行回数については、クラブや地区
へアンケートを行う必要があると私も考えていた。各委員には2月頃まで
のアンケート実施に協力いただきたい」と応じた。 

　 
閉会あいさつ　藤谷委員長 
 
 

【次回開催予定】 
        1月10日（水）14:30～17:00   第5回会議（日本ライオンズ事務所 集合／Zoom併用） 
        2月 6日（火）14:00～16:00   第6回会議（Zoom） 
        3月 4日（月）14:00～16:00   第7回会議（Zoom） 
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2023-24年度ライオン誌日本語版委員会 
第6回会議  報告書 

 
日　時：2024年1月10日（水）14:30～17:00 
場　所：一般社団法人日本ライオンズ 会議室（Zoom併用） 

出席者： 国際理事                            鶴嶋 浩二（北海道･札幌中島ライオンズクラ
ブ　） 

　　　　国際理事                           濱野 雅司（埼玉県･岩槻ライオンズクラ
ブ　） 

  ※Zoom  国際理事                            城阪 勝喜（大阪港ライオンズクラ
ブ　） 

　　　　委員長                               藤谷 文雄（332複合地区／秋田県･大曲ライオンズクラ
ブ　） 

　　　　編集長                               団　 英男（335複合地区／兵庫県･神戸みなとライオンズクラ
ブ　） 

  ※Zoom  委員                                    田中 　明（330複合地区／埼玉県･和光ライオンズクラ
ブ　） 

　　　　委員                                   三枝 久夫（333複合地区／栃木県･佐野西ライオンズクラ
ブ　）　　　　　　　　

　　　　委員                                   増澤 義治（334複合地区／長野県･諏訪湖ライオンズクラ
ブ　） 

　　　　   一般社団法人専務理事／PRマーケティング委員長／事務長 
　　　　委員                                   上田 隆政（336複合地区／広島県･三原ライオンズクラ

ブ　） 

　　　　委員                                   渕野二三世（337複合地区／大分ライオンズクラ
ブ　） 

　　　　一般社団法人理事長        田名部智之（青森県･八戸ライオンズクラ
ブ　） 

　　　　一般社団法人常務理事    星野 勝美（群馬県･太田ライオンズクラ
ブ　） 

　　　　PRマーケティング副委員長　 

　　　　ITアドバイザー                 荘 　英隆（東京恵比寿ライオンズクラ
ブ　）　 

欠席者： 委員                                    馬場 哲也（331複合地区／北海道･函館東ライオンズクラ
ブ　） 

 

 

◉ 

 
　藤谷委員長から年頭のあいさつと年明けに発生した能登半島地震への見舞いの言葉が
述べられた後、鶴嶋、濱野、城阪各国際理事からあいさつがあり、能登半島地震に関連
して「この災害をどう乗り切っていくかを考えると共に、日本の準地区であまり活用さ
れていないLCIF防災準備交付金に関する理解を広め、今後の災害に備えられるような方
法を検討してほしい」（鶴嶋国際理事）、「ライオン誌のコミュニケーションツールとし
ての役割に加え、被災者や支援に取り組むクラブを応援するという目線で編集に取り組
むことで、明るく前向きな誌面が提供出来るのではないか」（濱野国際理事）との要望が
あった。続く田名部理事長のあいさつでは、昨年12月13日に開催されたライオン誌検討
委員会について「現在のすばらしいライオン誌を継続して発行出来るように、社団とし
てどのように取り組むかをしっかりと検討している」と説明があった。 
　出席者確認の後、藤谷委員長と団編集長の進行で議事に入った。 

2023-24-L-M
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【議事】 
1. ライオン誌日本語版の運営 

●2023年7～11月ライオン誌関係会計報告 
　社団の2023-24年度正味財産増減計算書を資料とし、ライオン誌関連科目
を確認した。収入の部では、10月初旬に八複合地区へ請求したライオン誌
送料が全地区から入金され、執行額7,809,232円（予算執行率50.4%）となっ
た。支出の部では、11月は印刷版ライオン誌の発行がなかったため直接出
版費は前月からほぼ変動はなく、執行額16,460,557円（同51.8%）となった。
毎月発行のデジタル版関連費は5回発行完了時点で2,397,468円（同34.4%）だ
った。予算に沿って運営されていることを確認した。 
●ライオン誌検討委員会（2023年12月13日）報告 
　社団の田名部理事長から、12月13日に開催された第2回ライオン誌検討委
員会の要点をまとめた資料が提出され、確認した。田名部理事長からは、
昨年度、国際理事から社団へ提出された要望事項その他の懸案事項に関す
る検討内容に関する説明と、第3回委員会を開催して検討を続ける予定であ
るとの報告があった。 
 

2. ウェブマガジン編集関係 
●2024年1月号（1月1日公開）出来 
　公開済みの1月号の出来を確認した。 
●2024年2、3月号更新予定（案） 
　2、3月号の主要コンテンツについて、前回承認した更新予定に沿って進行し
ていることを確認した。 
●2024年4月号更新予定（案） 
　4月号の主要コンテンツと既に決定している執筆担当者を確認した。 
●「取材リポート」取材対象候補 
　4月号以降の取材対象候補を選考するため、今年度初めに実施した「クラ
ブアンケート」で収集した情報から、2～6月に予定されているアクティビ
ティのリストを確認。2月実施予定の活動2件を取材候補に選んだ。3月以降
の候補については、委員会後に編集長が各委員の意見を集めて絞り込むこ
とにした。 

 
3. 印刷版編集関係 

●2024年冬号（1月25日発行）台割 
　前回委員会で決定した36ページの台割に沿って編集した記事を確認し
た。「国際理事だより：濱野国際理事」「編集室：馬場委員、三枝委員」
「特集：みんなで楽しむスポーツ」。能登半島地震の発生を受けて、ウェ
ブマガジン告知の掲載を予定していた表2に被災者への見舞い文を入れる
他、「トピックス」の一部記事を地震関連の記事に差し替え、LCIF大災害
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援助交付金に関する情報などを報じる。 
●2024年春号（4月25日発行）台割（案） 
　基本36ページに8ページを追加した44ページの台割案を確認した。国際協
会から配信される「ミッション1.5」の表紙と指定記事8ページを掲載。「国
際理事だより：城阪国際理事」「編集室：団編集長、増澤委員」「特集：
小児がん」。能登半島地震の被災地や支援活動に関する記事は、334-D地区
から発信される情報などを収集してウェブマガジンに掲載していき、春号
にはそれらを集約した記事を掲載する。各委員が入手した被災地支援など
の情報は、随時編集部に伝える。地震関連の記事を追加するための台割変
更は次回委員会で検討する。 
●今後の印刷版発行と配布方法 

　第4回委員会で城阪国際理事から出された「希望する会員には国際協会が
公式版に義務づける年2回のみの発送とし、残る2回は発送しないようにす
る」との提案に対し、前回第5回委員会で団編集長から印刷版発行回数を減
らした場合のメリット・デメリットと、希望者への発送を年2回にした場合
の問題点を記した資料が提示された。これに関して、出席者から以下の意
見（発言順・要旨）が出された。 

●　「個々の会員に情報を伝えることがライオン誌の大きな目的である。
現在の発行回数を減らすことなく、クラブが災害支援を含めた奉仕活
動について考える際に役立てるようにしたい」（337･渕野委員） 

●　「ライオン誌は新しい奉仕活動の参考となり、クラブが切磋琢磨して
モチベーションを高めることに貢献している。全国の会員が情報を共
有する唯一のツールでもあり、年4回発行は必要」（336･上田委員） 

●　「印刷版は現在のままでよいが、ウェブ版のアクセスを増やす方策も
考えるべき。会員減少の中、経費をかけずに良いものを作ること、委
員が労力をかけて努力することも検討してはどうか」（334･増澤委員） 

●　「会員個人に発送することで例会に出ない会員をつなぐ役割を果たし
ている。ただ、社会の流れは印刷物を減らす方向にあり、ウェブか印
刷版かの希望を取って発行することも一つの方法」（333･三枝委員） 

●　「現時点ではまだウェブより印刷物の方が見やすいという会員が多い
が、今後印刷版は希望者だけに送付する方法も考えていってはどう
か」（332･藤谷委員長） 

●　「日本の会員の平均年齢を考えれば、ウェブへ移行するのはまだ無理
がある。誌面やウェブを通して会員以外にもライオンズを知らしめる
ツールとなっており、慎重に考える必要がある」（330･田中委員） 

●　「印刷版もウェブ版もどちらも必要。ウェブで見るので印刷版は2回だ
けでよいという会員には、費用負担はそのままで発送しないようにす
ればよい」（城阪国際理事） 
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●　「印刷版の年4回発行は必要と考えるが、会費収入の増加が見通せない
現状を見据えて、経費を抑えつつ必要な情報を届ける努力をしなけれ
ば、発行を継続するのは難しくなる」（鶴嶋国際理事） 

●　「現状では毎月のウェブ版と年4回の印刷版が必要。ウェブ版の利用者
を増やさない限り印刷版をなくすことは出来ない。数値目標を立て、
ウェブ版の浸透を図る方策を検討すべき」（濱野国際理事） 

●　「印刷版かウェブ版かは情報伝達の手段であり、いずれにしろ毎月取
材をして年12回の情報発信を維持しなければならない。今後は会員向
けだけでなく、非会員に対する発信にも注力すべき」（田名部理事長） 

●　「現時点では発行回数は年4回が妥当。ウェブマガジンを普及させるた
めに、ウェブ版になじみにくい古参会員に若い会員からLINE登録の方
法を教えてもらうなどの工夫で登録増を図りたい」（星野常務理事） 

これらの意見を踏まえつつ、今後更に検討を続ける。 
 

4 主要記事予定 
●2023-24年度主要記事予定 
　今年度の印刷版及びウェブマガジンの主要記事予定を確認した。 
 

5. その他 
●ServannA（サバンナ）関係 
　前回委員会の決定を受けて、国際協会の新しいデジタルツールLion 
Portal への移行に伴うサバンナへの影響について本部へ問い合わせる質問
内容を、サバンナのシステム管理会社・JPインターナショナルの協力を得
て検討したことが、荘ITアドバイザーから報告された。OSEAL調整事務局
を通じて、これをIT部担当者へ問い合わせる。 

　荘ITアドバイザーからはまた、1月1日に施行された「特典会員」種別を
サバンナに反映させるには機能追加が必要との説明があり、費用の見積も
りを取って追加の要否を検討してはどうかとの助言を受けた。システムを
管理するJPインターナショナルに見積もりを依頼する。 
●ライオン誌公式SNS 
　ライオン誌が運用している公式SNSの登録者数のデータを確認した。 

　 
閉会あいさつ　藤谷委員長 
 
 

【次回開催予定】 
        2月 7日（水）14:00～16:00   第7回会議（Zoom） 
        3月 4日（月）14:00～16:00   第8回会議（Zoom） 
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